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令和 3 年度 ～ 3 年度 212 千円
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千円

212 千円

市費
212 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― ― ― %
― ― 100.0 %

その他
0 千円

148 千円

令和３年度 単位

実績値 100.0 %
目標値 100.0 %
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有識者、ＮＰＯ代表など外部委員１０人で構成した市民協働推進計画策定委
員会を設置し、「多彩な協働による持続可能な地域づくり」を理念として掲
げた「半田市市民チャレンジ協働プラン」を策定することできた。
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値

成果指標

市民協働推進計画の策定

Ｃ

事業の
評価・課題

B

プラン策定にあたっては、協働事業を主に実施している部課等の長や監督職で構成
した策定部会や作業部会を計７回開催し、策定委員会と庁内意見の調整を図りなが
らプランを策定することができた。プランの進捗状況や達成度に関して、どのよう
に評価や分析を行い、協働推進を図っていくのかが課題である。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性
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Ｐ
総合計画： 単位施策： 市民活動

予
算
見
積
書
で
活
用第７次総合計画で各施策共通の基盤となる協働によるまちづくりを目指し、

今後の協働の指針を市民と一緒に創り上げていく重要な事業であるため。財源内訳

総
合
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３か年実施計画（当該年度事業費等）： 200

事業概要等

事業概要：

第７次総合計画では、将来の都市像である「チャレンジあふれる
都市・はんだ」を目指すため、「協働によるまちづくり」が、各
施策に共通する基盤として位置づけられている。多様化が進む市
民ニーズや地域課題解決のため、市民と行政、事業者が協働によ
るまちづくりをさらに推し進めていくための指針として「（仮
称）半田市市民チャレンジ協働プラン」を策定する。

事業目的：
令和３年度中に「（仮称）半田市市民チャレンジ協働プラン」を
策定し、総合計画の施策実施を推し進める。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
第７次総合計画に掲げる施策を推進するため、令和３年度中に
「（仮称）半田市市民チャレンジ協働プラン」を策定する。

問題点・
課題等：

個々の取り組みを個別に評価していくのではなく、俯瞰的に評価
できるような仕組みにしていく。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

今後の協働の取り組みの方向性を、プランとして策定することで見える形で
協働を推進していくことができ、また振り返りをしながら改善していくこと
ができる。

目標値や目指すべき状態

市民協働推進計画の策
定

実績値
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PDCA 主要事業名 市民協働推進計画策定事業 部課名 企画部市民協働課
鳥居
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